
＜重要事項説明書＞   

｢デイサービスセンター九頭竜｣ 

１ 事業所の概要 

・名   称 デイサービスセンター九頭竜 

・所 在 地   福井県勝山市旭町３丁目１０７番２ 

 ・開設年月日   平成 ５年 ２月 １日 

 ・代 表 者   五 十 嵐  研 治 郎   

 ・電 話 番号     ＴＥＬ ０７７９－８７－６３０６   

ＦＡＸ  ０７７９－８７－６３０８ 

・事業所番号   福井県 １８７０６０００４４ 

 

２ 目的及び運営方針 

   利用者が、可能な限り在宅において、その有する能力に応じ、必要な日常生活上の 

世話及び機能訓練等を行い、心身の機能の維持並びに利用者ご家族の負担の軽減を図 

ることにより、自立した日常生活を営むことができるようにします。又、可能な限り 

社会的交流と相互支援の場としての役割を担うことにより、自立を促進することを目 

的とします。 

３ 利用料及び支払い方法【介護予防・日常生活支援総合事業】(１月につき) 

 項       目 事業対象者・要支援１ 要支援２ 

基
本
料
金 

 

総合事業介護費（１月につき） 1,798 円 3,621 円 

利用回数 概ね週１回 概ね週２回 
契約期間が 1 月に満たない場合（日割り計算） ５９円（1 日につき） １１９円（1 日につき） 

1 回あたりの利用（入退院のほか） ４３６円（4 回まで） ４４７円（８回まで） 

加
算
料
金 

 

サービス提供体制強化加算（Ⅲ） ２４円 ４８円 

介護職員等処遇改善加算（Ⅱ） 所定単位数に 9.0％乗じた単位数/月 

口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅰ） １回につき２０円 （６か月に１回限度） 

口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅱ） １回につき ５円 （６か月に１回限度） 

科学的介護推進体制加算 １月につき    ４０円 

若 年 性 認 知 症 利 用 者 受 入 加 算 １月につき ２４０円 

同一建物からの利用の場合 １月につき３７６円の減 １月につき７５２円の減 

送迎を行わない場合 片道 ４７円の減 

利

用

料

金 

食 費 （昼食代）         ８４０円 

おむつ代等（1 枚につき） 
紙おむつ１１０円 ・リハビリパンツ８０円 

尿とりパット３０円・清拭タオル２５円 

レクリエーション等に係る費用 １月につき  １５０円 

支 払 い 方 法 
原則として、毎月２７日（休日の場合は変更）に指定口座より

自動引落しさせて頂きますが、特別な事情がある場合はご相談

ください。 
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【通常規模型 通所介護費】（１回につき） 

 

基 
本 
料 
金 

 
 
 
 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

２時間以上～３時間未満 4 時間以上 5時間未満の単位数の 100 分の 70 

３時間以上～４時間未満 370 円 423 円 479 円 533 円 588 円 

４時間以上～５時間未満 388 円 444 円 502 円 560 円 617 円 

５時間以上～６時間未満 570 円 673 円 777 円 880 円 984 円 

６時間以上～７時間未満 584 円 689 円 796 円 901 円 1,008 円 

７時間以上～８時間未満 658 円 777 円 900 円 1,023 円 1,148 円 

８時間以上～９時間未満 669 円 791 円 915 円 1,041 円 1,168 円 

 
  
加

算

料

金 

感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が一定以上生じている場合の対応 

基本報酬に３％上乗せ 

科学的介護推進体制加算 １月につき  ４０円 

ADL 維持加算 

個別機能訓練加算(Ⅰ)イ 

個別機能訓練加算(Ⅱ) 

１月につき  ３０円 

１日につき  ５６円 

１月につき  ２０円 

口腔・栄養スクリーニング加算(Ⅰ) １回につき   ２０円（６か月に１回限度） 

口腔・栄養スクリーニング加算(Ⅱ) １回につき     ５円（６か月に１回限度） 

サービス提供体制強化加算（Ⅲ） １回につき  ６円 

入浴介助加(Ⅰ) 

入浴介助加(Ⅱ) 

１日につき  ４０円 
１日につき  ５５円 

介護職員等処遇改善加算(Ⅱ) 所定単位数に 9.0％乗じた単位数/月 

若年性認知症利用者受入加算 １日につき  ６０円 

送迎を行わない場合 片道       ４７円の減 
同一建物からの利用の場合 １日につき  ９４円の減 

利

用

料

金 

食  費 ( 昼 食 代 ) ８４０円 

おむつ代等 
（１枚につき） 

紙おむつ１１０円 ・リハビリパンツ８０円 
尿とりパット３０円・清拭タオル２５円 

レクリエーション等に係る費用 １月につき  １５０円 

支 払 い 方 法 
原則として、毎月２７日（休日の場合は変更）に口座自動引落し

とさせて頂きますが、特別な事情がある場合ご相談に応じます。 

介護保険負担について 

  「介護保険負担割合証」に基づき、利用者負担の割合が適用されます。 
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４ 施設利用に当たっての留意事項 

（１）サービス利用中の食事、特段の事情がない限り施設の提供する食事をお召し上が 

り頂きます。食費は保険給付外の利用料と位置づけられていますが、同時に、施

設は利用者の心身の状態に影響を与える栄養状態の管理をサービス内容としてい 

    るため、その実施には食事内容の管理が欠かせませんので、食事の持ち込みはご 

遠慮頂きます。        

（２）サービスをお休みする場合は、当日の８時００分までに事業所にご連絡をくださ 

い。ご連絡がない場合は、昼食代がキャンセル料として発生します。 

（３）火気の取り扱い    指定した場所以外で火気を用いないようお願いします。 

（４）設備・備品の利用   職員の指示に従ってください。 

 

（５）喫 煙        施設内は、全館禁煙ですのでご協力をお願いします。 

（６）金銭・貴重品の管理  利用者ご自身で管理をお願いします。 

 

５ 定  員      

１日当たり ３０名（介護予防・日常生活支援総合事業含） 

６ 職員体制 

管理者 １名(但し兼務とする) 

生活相談員 １名以上 

看護職員 １名以上 

介護職員 ４名以上 

管理栄養士若しくは栄養士 １名(但し兼務とする) 

事務員 １名(但し兼務とする) 

調理業務は業務委託 

７ 営業日及び営業時間 

（１）営 業 日    毎週月曜日～金曜日（祝日は営業）  

         （年末年始 12/31～１/3 の休み及び事業所が特別に定める場合を除く） 

 

（２）営業時間    ８時３０分～１７時００分 

（３）サービス提供時間   基本 ７～８時間  

             （介護予防・日常生活支援総合事業 ６～８時間） 

 

８ 通常の事業の実施地域 

   事業の実施地域は、勝山市・大野市内一円とする。 

 

９ サービス提供内容 

（１）サービス計画を作成し、その内容を説明した上で、同意を得、利用者に提供し 

ます。又、サービス計画に基づくサービスの提供及び管理と評価を行います。 

（２）日常生活に必要な介護、世話、食事及び機能訓練その他必要なサービスを希望に 

添って適切に提供します。 

（３）利用者及びその家族からの相談、助言等も行います。 

（４）利用者がサービス内容の変更を希望する場合、地域包括支援センター、居宅介護 

支援事業者に連絡する等の必要な援助を行います。 
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10  個人情報の取り扱い  

 （１）当法人の個人情報取扱い要綱に基づき、業務上知り得た利用者又は身元引受人若 

しくはその家族の方に関する個人情報の利用目的を定め、第三者に漏らすことな 

く適切に取り扱うことに努めます。但し、例外として法令上、介護関係事業者が 

行う義務として定める事項については、文書で同意を得た上で情報提供を行いま 

す。 

 (２) 利用者等の安全を守り、防犯、事故防止、事故検証等の観点から施設建物内外の 

    一部に防犯・監視カメラを設置しています。 

 

11 身体拘束 

   利用者の意思及び人格を尊重し、自傷他傷の恐れがある等緊急やむを得ない場合以 

外、原則として身体拘束は行いません。緊急やむ得ない場合については、利用者又は 

家族の方に説明し、文書により同意を得ます。 

 

12 事故発生時の対応及び損害賠償 

   利用者に対し、サービスの提供により、事故が発生した場合は、利用者の家族等、 

市町等に連絡するとともに、必要な措置を行います。又、賠償すべき事故が発生した 

場合には速やかに損害賠償を行います。 

  

13 禁止事項 

   当事業所では、多くの方に安心して、サービスを受けて頂くために、利用者の｢営 

  利行為、宗教の勧誘、特定の政治活動｣は禁止します。 

 

14 非常災害対策 

   防火設備   スプリンクラー、消火器、屋内消火栓、自動火災報知機、誘導灯 

   総合消防訓練 避難訓練を中心に、年２回は訓練を行います。 

 

15 苦情及び要望の相談 

   サービス内容に関する利用者からの苦情に対して、迅速に対応するため、窓口を 

設置し、事実関係の調査及び説明、改善事項その他必要な処置を講じます。苦情解決 

責任者及び苦情受付担当者、又苦情処理体制等及び関係機関の受付窓口は、以下の通 

りですので、お気軽にご相談ください。 

苦情解決責任者 五十嵐 研治郎（理事長） 

苦情受付担当者 出作  和美 

 

関係機関窓口 

福井県国民健康保険団体連合会 
０７７６－５７－１６１４ 

・勝山市福祉健康センター「すこやか」内 
健康体育課 介護福祉グループ 
０７７９－８７－０８８８ 

・大野市「結とぴあ」内 健康長寿課 長寿グループ 
  ０７７９－６５－７３３３ 
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サービス利用者 

処    処理   苦        処理   苦 

理    結果   情        結果   情 

結 

果 

 

        指示   報告       相談    指示助言 

    
 
 

必要に応じ、第三者委員が助言や立会いを行います。 

 

 

16 虐待等に関する対応 

当事業所では、人権の擁護・虐待等の防止のため窓口を設置し、迅速且つ適切に対 

応致します。尚、虐待防止対応責任者及び虐待防止受付窓口、並びに関係機関の受付 

窓口は、以下の通りとなります。 

 

虐待防止対応責任者 五十嵐 研治郎（理事長） 

虐待防止受付担当者  出作 和美 

 
 

関 係 機 関 窓 口 

・福井県健康福祉部 長寿福祉課 
０７７６－２０－０３３３ 

・勝山市地域包括支援センター「すこやか」内 
０７７９－８７－０９００ 

・大野市地域包括支援センター「結とぴあ」内 
   ０７７９―６５－５０４６ 

 

17 第三者評価の実施状況 

   本事業所の第三者評価の実施状況は以下のとおりです。 

実施の有無 あり・なし 
実施した直近 

の年月日 

 

実施した評価 

機関の名称 

 評価結果の 

開示状況 
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苦情受付窓口 

面接・電話・書面での受付 

【苦情受付担当者】 

調査指示 第三者委員会 

・苦情内容の確認 

・解決案の調整・助言 

・話し合いの結果や改善事

項等での記録と確認 

受  付 

内容・調査・記録 

苦情解決責任者 



＜別 紙１＞ 

社会福祉法人 九頭竜厚生事業団 個人情報取扱い要綱 

 

社会福祉法人 九頭竜厚生事業団（以下｢法人｣という。）は、利用者等の個人情報を適切 

に取り扱うことは、法人が提供するサービスに携わるものにとって重大な責務と考えます。 

法人は、保有する、利用者やその家族・関係者の個人情報について、個人情報保護に関 

する法令及びその他の規範を遵守し、且つ自主的なルール及び体制を確立し、以下の個人 

情報取り扱い事項を定め、これを実行し維持することに努めます。 

 

１ 利用者から個人情報の提供を求める時は、適法且つ公正な手段によって行います。 

又、収集目的、法人（施設・事業所）の問合せ窓口等必要事項を明示した上で、必要 

な範囲の個人情報を収集させて頂きます。 

 

２ 人情報の利用は、収集目的の範囲内で、業務の権限を与えられた職員が行います。 

 

３ 原則として、個人情報を第三者に開示、提供及び預託をすることはありません。 

  但し、利用者の方に対する処遇や診察、法人が提供するサービス費の請求、行政機関 

 等からの要請、福祉研究等公的立場からの要請により個人情報を第三者に提供する時は、 

法令上の規定に従い必要な措置を講じます。 

  又、個人情報を共同利用や、業務委託のために第三者に預託する場合は、当該第三者 

 について調査を行い、守秘契約等によって業務委託先に個人情報保護を義務付け、その 

他法令上の規定に従い必要な措置を講じます。 

 

４ 個人情報の紛失、破壊、改ざん、及び漏えい等を防止するため、不正アクセス、ウイ 

 ルス感染等の情報セキュリティ対策を行います。 

 

５ この要綱を、法人が、経営管理する施設・事業所の職員、その他関係者に周知徹底し、 

個人情報取扱い要綱を堅持します。 

 

６ 法人は、利用者が自らの個人情報の開示、訂正、利用の停止等の権利を有しているこ 

 とを確認し、これらの利用者からの要求に対して適切に応じます。 

 

７ 法人は、個人情報取扱いに関する苦情に対し、適切且つ迅速な処理に努めます。 

 

               平 成 ２ ４ 年  ４ 月  １ 日 

                     社会福祉法人 九頭竜厚生事業団 

                      理 事 長   五 十 嵐 研 治 郎 

                  デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 九 頭 竜        
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＜別 紙２＞ 

個 人 情 報 保 護 の 利 用 目 的 

  

通所介護並びに介護予防通所介護及び介護予防・日常生活支援総合事業「デイサービス

センター九頭竜」（以下「事業所」という。）では、利用者の権利としてのプライバシーの

保護に当たり、管理している個人情報について、利用者目的を以下の通り定めます。 

 

【利用者へのサービスの提供に必要な利用目的】 

 １ 施設・事業所内部での利用目的 

（１）施設・事業所が利用者等に提供するサービス 

（２）障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下、障害者 

総合支援法という。）・介護保険法に関する事務 

（３）施設・事業所の管理運営業務のうち利用者に係る 

①入退所（利用開始）等の管理 

②会 計・経 理 

③事故等の報告 

④利用者の介護・医療サービスの向上 

 ２ 他事業者等への情報提供を伴う利用目的 

 （１）施設・事業所が利用者等に提供する介護サービスのうち 

①利用者に居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や居宅介護支援事業所 

・相談支援事業所等との連携（サービス担当者会議等）、照会への回答 

②利用者の診療等に当たり、外部の医師等の意見・助言を求める場合 

③検体検査業務の委託その他の業務委託 

④家族等への心身の状況説明 

 （２）障害者総合支援法・介護保険法に関する事務のうち 

①障害者総合支援法の事務・介護保険法の保険事務の委託に関するもの 

②審査支払機関への請求明細書の提出 

③審査支払機関又は保険者（支援機関）からの照会への回答 

 （３）損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出等 

 

【上記以外の利用目的】 

 １ 施設・事業所の内部における利用目的 

    施設・事業所の管理運営業務のうち 

（１）施設・事業所が提供するサービスや業務の推進・改善のための基礎資料 

（２）施設・事業所において行われる学生の実習への協力 

（３）施設・事業所内外において行われる事例研究 

 ２ 他の事業者等への情報提供に係る利用目的 

    施設・事業所の管理運営業務のうち外部監査機関への情報提供 

 

 

 

 

                  －11－ 



＜別 紙３＞ 

社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

 九頭
く ず

竜
りゅう

厚生
こうせい

事業団
じぎょうだん

 防犯
ぼうはん

カメラ 取 扱
とりあつかい

要 領
ようりょう

 

 

１．趣旨
し ゅ し

 

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 九頭
く ず

竜
りゅう

厚生
こうせい

事業団
じぎょうだん

（以下
い か

「法人
ほうじん

」といいます。）は、利用者
りようしゃ

等
とう

の安全
あんぜん

を

守
まも

り、事故
じ こ

防止
ぼ う し

、事故
じ こ

検 証
けんしょう

を目的
もくてき

として、施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

建物
たてもの

の出入
で い

り口
ぐち

付近
ふ き ん

の一部
い ち ぶ

と廊下
ろ う か

やパブリックスペースの一部
い ち ぶ

に防犯
ぼうはん

カメラを設置
せ っ ち

しています。 

 防犯
ぼうはん

カメラにより取得
しゅとく

した利用者
りようしゃ

や関係者
かんけいしゃ

のプライバシー情報
じょうほう

については、「社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 九頭
く ず

竜
りゅう

厚生
こうせい

事業団
じぎょうだん

 個人
こ じ ん

情報
じょうほう

取 扱
とりあつかい

要綱
ようこう

」並
なら

びに個人
こ じ ん

情報
じょうほう

保護
ほ ご

に関
かん

する

法令
ほうれい

及
およ

びその他
た

の規範
き は ん

を遵守
じゅんしゅ

し、且
か

つ自主的
じしゅてき

なルール及
およ

び体制
たいせい

を確立
かくりつ

し、以下
い か

の防犯
ぼうはん

カ

メラ取 扱
とりあつかい

要 領
ようりょう

を定
さだ

め、これを実行
じっこう

し維持
い じ

することに努
つと

めます。 

 

２．プライバシーへの配慮
はいりょ

 

当法人
とうほうじん

は、防犯
ぼうはん

カメラの管理
か ん り

・運用
うんよう

については、プライバシーの保全
ほ ぜ ん

に充分
じゅうぶん

な配慮
はいりょ

を

しなければならない。 

所長
しょちょう

は、防犯
ぼうはん

カメラ設置
せ っ ち

箇所
か し ょ

の付近
ふ き ん

に、「防犯
ぼうはん

カメラ設置
せ っ ち

」等
とう

の表示
ひょうじ

をしなければな

らない。 

 

３．映像
えいぞう

の保存
ほ ぞ ん

・ 取 扱
とりあつかい

 

防犯
ぼうはん

カメラの映像
えいぞう

の保存
ほ ぞ ん

期間
き か ん

は、３０日間
にちかん

とします。 

保存
ほ ぞ ん

期間
き か ん

が終 了
しゅうりょう

した映像
えいぞう

情 報
じょうほう

（データ）は、自動的
じどうてき

に新
あら

たな映像
えいぞう

情報
じょうほう

を上書
う わ が

きする

方法
ほうほう

により消 去
しょうきょ

するものとします。 

 

４．映像
えいぞう

の閲覧
えつらん

 

 防犯
ぼうはん

カメラの映像
えいぞう

閲覧
えつらん

は、次
つぎ

の各号
かくごう

に定
さだ

める事案
じ あ ん

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

に限定
げんてい

し、その閲覧
えつらん

に当
あ

たっては、所 長
しょちょう

の承認
しょうにん

を得
え

なければならない。 

 但
ただ

し、所 長
しょちょう

不在
ふ ざ い

若
も

しくは、緊急
きんきゅう

時
じ

等
とう

やむを得
え

ない場合
ば あ い

においては、副所長
ふくしょちょう

又
また

は総務
そ う む

部長
ぶちょう

の判断
はんだん

により、その閲覧
えつらん

を許可
き ょ か

するものとし、事後
じ ご

、所長
しょちょう

に報告
ほうこく

します。 

（１）犯罪
はんざい

行為
こ う い

、事件
じ け ん

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

及
およ

び予防
よ ぼ う

保全
ほ ぜ ん

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

 

（２）法人
ほうじん

及
およ

び利用者
りようしゃ

の財産
ざいさん

が侵害
しんがい

された場合
ば あ い

及
およ

びその予防
よ ぼ う

保全
ほ ぜ ん

措置
そ ち

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

 

（３）警察
けいさつ

又
また

は裁判所
さいばんしょ

からの開示
か い じ

請求
せいきゅう

があった場合
ば あ い

 

（４）その他
た

、所 長
しょちょう

が必要
ひつよう

と認
みと

めた場合
ば あ い
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５．閲覧
えつらん

の要請
ようせい

 

 防犯
ぼうはん

カメラの映像
えいぞう

の閲覧
えつらん

を申請
しんせい

するものは、別記
べ っ き

様式
ようしき

１による申請書
しんせいしょ

を所長
しょちょう

に提出
ていしゅつ

しなければならない。 

 所長
しょちょう

は、申
しん

請書
せいしょ

を受
う

け取
と

ったときは、遅滞
ち た い

なくその申請
しんせい

の承認
しょうにん

又
また

は不承認
ふしょうにん

の決定
けってい

を

しなければならない。 

 所長
しょちょう

は、承 認
しょうにん

の決定
けってい

をしたときは、映像
えいぞう

の閲覧
えつらん

につき、日時
に ち じ

、場所
ば し ょ

等
とう

を指定
し て い

すること

ができます。 

 申
しん

請書
せいしょ

の保管
ほ か ん

期間
き か ん

は５年
ねん

とします。 

 

６．映像
えいぞう

閲覧
えつらん

時
じ

の立会
たちあい

 

 防犯
ぼうはん

カメラの映像
えいぞう

を閲覧
えつらん

するに当
あ

たっては、次
つぎ

のうちいずれかの立
た

ち会
あ

いの下
もと

に行
おこな

わ

なくてはならない。 

 所長
しょちょう

、副所長
ふくしょちょう

、総務
そ う む

部長
ぶちょう

、施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

管理者
かんりしゃ

、又
また

は理事長
りじちょう

から委嘱
いしょく

を受
う

けた者
もの

 

 

７．立会者
たちあいしゃ

の守秘
し ゅ ひ

義務
ぎ む

 

立会者
たちあいしゃ

は、映像
えいぞう

の内容
ないよう

及
およ

び関連
かんれん

情報
じょうほう

に関
かん

して守秘
し ゅ ひ

義務
ぎ む

を負
お

います。 

 

８．映像
えいぞう

情 報
じょうほう

の貸与
た い よ

 

警察
けいさつ

又
また

は公的
こうてき

機関
き か ん

より映像
えいぞう

情 報
じょうほう

の貸与
た い よ

を求
もと

められた場合
ば あ い

は、所長
しょちょう

の承認
しょうにん

の下
もと

にこれ

を貸与
た い よ

するものとし、その利用
り よ う

目的
もくてき

、返却
へんきゃく

等
とう

について記載
き さ い

した書面
しょめん

を受領
じゅりょう

するものと

します。 

警察
けいさつ

又
また

は公的
こうてき

機関
き か ん

以外
い が い

は、映像
えいぞう

情報
じょうほう

の貸与
た い よ

を申請
しんせい

することはできない。 

 

９．保守
ほ し ゅ

等
とう

の責任
せきにん

 

防犯
ぼうはん

カメラの機器
き き

、映像
えいぞう

情報
じょうほう

の保守
ほ し ゅ

管理
か ん り

は、法人
ほうじん

の責任
せきにん

の下
もと

に行
おこな

います。 

 

 

 

平成
へいせい

３０年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 九頭
く ず

竜
りゅう

厚生
こうせい

事業団
じぎょうだん

 

理事長
りじちょう

  五十嵐
い が ら し

 研
けん

治郎
じ ろ う
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様
よう

 式
しき

 １

　社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

　九頭竜厚生事業団
くずりゅうこうせいじぎょうだん

　理事長
りじちょ う

　様
さま

申請者
しんせいしゃ

住所
じ ゅう しょ

氏名
し め い

㊞

電話
で ん わ

番号
ば ん ご う

閲覧
えつらん

又
また

は

貸与
た い よ

対象
たいしょう

施設
し せ つ

・事
じ

業
ぎょう

 所
しょ

 名
めい

年
ね ん

　　月
が つ

　　日
に ち

　　時
じ

～ 年
ね ん

　　月
が つ

　　日
に ち

　　時
じ

まで

社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん

　九頭竜厚生事業団
くずりゅうこうせいじぎょうだん

　使用
し よ う

欄
らん

□承認
しょうにん

□不承認
ふしょうにん

年
ねん

　　月
がつ

　　日
にち

□承認
しょうにん

□不承認
ふしょうにん

年
ねん

　　月
がつ

　　日
にち

閲覧
えつらん

実施日
じ っ し び

年
ねん

　　月
がつ

　　日
にち

閲覧
えつらん

立会
たちあい

者
しゃ

㊞

閲覧
えつらん

立会
たちあい

者
しゃ

㊞

貸与
た い よ

実施日
じ っ し び

年
ねん

　　月
がつ

　　日
にち

特記
と っ き

事項
じ こ う

貸
たい

　　　　　　　与
よ

　私
わたし

は、社会福祉法人
し ゃ か い ふ く し ほ う じ ん

　九頭竜厚生事業団
く ず り ゅ う こ う せ い じ ぎ ょ う だ ん

　防犯
ぼ う は ん

カメラ取扱要領
とりあつかいようりょう

の規定
き て い

に基
も と

づき、防犯
ぼ う は ん

カ

メラ映像
え い ぞ う

の閲覧
え つ ら ん

（貸与
た い よ

）を申請
し ん せ い

します。

防犯
ぼうはん

カメラ映像
えいぞう

閲覧
えつらん

・貸与
た い よ

申請書
しんせいしょ

　１　法人
ほうじん

本部
ほ ん ぶ

出入
で い

り口
ぐち

　２　九頭竜
くずりゅ う

ワークショップ　上野
う え の

の郷
さと

　廊下
ろ う か

　３　あさひけや事業所
じぎょうしょ

周囲
しゅうい

　４　デイサービスセンター九頭竜
く ず り ゅ う

　パブリックスペース

　５　あさひけやハイツ九頭竜
くずり ゅ う

　パブリックスペース

　６　九頭竜
くずりゅ う

ワークショップ　七瀬
な な せ

の郷
さと

　出入
で い

り口
ぐち

　７　その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所
しょ

　長
ちょう

承認
しょうにん

㊞

貸与
た い よ

の承認
しょうにん

・不承認
ふしょうにん 所

しょ

　長
ちょう

承認
しょうにん

㊞

所
しょ

　長
ちょう

承認
しょうにん

㊞

２．民事
み ん じ

事件
じ け ん

４．その他
た

閲
えつ

　　　　　　　覧
らん

閲覧
えつらん

又
また

は貸与
た い よ

を

申請
しんせい

する期間
き か ん

申請
しんせい

区分
く ぶ ん

申請
しんせい

事由
じ ゆ う

閲覧
えつらん

の承認
しょうにん

・不承認
ふしょうにん

　１．刑事
け い じ

事件
じ け ん

　３．所内
しょない

事故
じ こ

検証
けんしょう



｢デイサービスセンター九頭竜｣利用同意書 

 

通所介護及び介護予防・日常生活支援総合事業｢デイサービスセンター九頭竜｣を利用す

るに当たり、利用約款及び重要事項説明書・別紙１・別紙２・別紙 3 を受領し、これらの

内容に関して、担当者による説明を受け、約款第８条の内容を踏まえ、これらを十分に理

解した上で同意します。 

 説明者職氏名〔        印〕 同意者 利用者〔            印〕 

                     身元引受人〔            印〕 

 同意内容を証する為、本書２通を作成し、利用者、事業者が記名捺印の上、１通ずつ保

有するものとします。 

 

令和  年  月  日 

                 住   所 福井県勝山市旭町３丁目１０７番２ 

                 事業者名 社会福祉法人 九頭竜厚生事業団 

                      デイサービス センター 九 頭 竜 

                 代表者名 理事長  五 十 嵐   研 治 郎 

 

【利用者】 
氏  名                   印  

 
住  所                      

【身元引受人】 
  氏  名                   印  

                  （続 柄     ） 

住  所                      
【本約款第５条の請求書・明細書及び領収書の送付先】 

氏  名 
（続 柄     ） 

住  所 
 

電話番号  

【本約款第９条及び第１０条第３に基づく緊急連絡先】 

氏  名 
（続 柄     ）   

住  所  

電話番号  

携帯電話  
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